
I本校の教育
副校長　神　田　和　正

1.教育目標の確認

(1)学校は今どうあるべきか

子どもの「いじめ」の問題が毎日のようにテレビや新開などのマスコミに取り上げられ,報

道され討議されている。また,最近は子どもの自殺も目立ち始め,安易に死の道を選ぶ傾向が

出てきた。こうした現象について,その原因が究明されなくてはならないが,さまざまな要素

がからまり合って一様ではない。しかし,学校教育・家庭教育・社会教育の立場から、それぞ

れのこれまでの有り方,今後の有り方について検討が迫られていることは事実である。

一人ひとりの子どもに目を向けると,このままでいいのかと心配になる現象も多い。進学の

ための塾は第二の学校と言われるようになり定着してきた。遊ぶ暇もなく学校と塾で勉強して

いる。家庭でも学校と塾の勉強をしなければならない。親は教師の代わりをし、第三の学校が

形成される。子どもたちは遊ぶ暇もなく息を抜くこともできない。僅かな暇が生まれるとテレ

ビを見るか,ファミコンでゲームをするかである。友だちとの遊びは全く無くなってしまって

いる。子どもは孤立している。・

生活の大部分を勉強に当てているが,その勉強は何のためにしているのであろうか。目先の

進学のためということであろうが,その進学も自己の将来を見通したものではない。少しでも

有利な就職,豊かな生活を望むための進学希望である。友だちと遊ばないことで人と人とのか

かわりは無ぐ自分のことしか考えられない人間になってしまう。「いじめ」「自殺」もここらあ

たりから出てきているのではないか。

学校としてどうあるべきか今問われている。今一度教育の原点に帰って,21世紀に生きる子

どもたちの目標や教育の有り方を検討し,確認しておく必要がある。

(2)本校の教育目標

本校の教育目標は,昭和28年頃に当時の三登義雄校長時代に設定された。途中部分修正され

たこともあるが,その中に盛られた事項は,今読み直して~も大事なことである。上述したよう

な子どもの現状を考えるといっそうその感を強くする。この目標をしっかりと確認し肝に銘じ

なくてはならない。その教育目標は以下の通りである。

国際社会の中で信頼と尊敬を得る日本人を育成する事を基底として,たくましい体九

強靭な意志九創造的思想力の育成を根幹とし,道徳的心情という録したたる葉と

操という輝しい花とをつけた実践力のある人間性豊かな子どもを育てる。

こうして文の形で読むと,長文ですんなりと心の中まで入ってこない。多くの内容が一文で納め

られているからであろう。次頁のように,内容を図式化すると明確に把握できる。また,この図式

の中に教育の目標,あるいは人間形式の目標として言われてきた「知」「徳」「体」,「知」「情」

「意」,「真」「善」「美」「聖」を位置づけてみた。さらに,中教審と臨時審で掲げられた「21世紀に

生きる日本人」の姿を並記してみた。これらを相互に関連させて見ることによらて,本校の教育目

標が,よく考えられたものであり,今日も未来も生き続けていくものだとの確信がもてる。
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際社会の中で信頼 と尊敬を得る日本人を育成

(

たくましい体力

強靭な意志力

創造的思考力、二
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美的情操
J

実践力のある人間性豊かな子どもを育てる

中教審

1.「自亘教育力」の育成

2.基礎基本の瑚底

3.個性と創造性の伸長

4.文化と伝統の尊重

芸;→校歌
真　善　美　聖

臨教審・・

1.,.ひろ小心すこやかな体,ゆたか卑創造力

2..自由・自律七年共の精神・

芋.-世界の中の日本人

(いずれも21世紀に生きる日一本人の育成を・目指す。)、

(3),教育目標の具現化のために

教育目標は立派でも,具現化が考えられなければ絵に書いた餅である。!その具現化のために,校

歌があり,各領域などにおける目標の具体化がありと,さらに,・児童のめあてがある。'

.校歌は,.月標設定をされた三登義雄校長の作詞になるもので,!以下のようなものである。、`この校
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歌の意味・願いなどを児童によく

理解させ,折に触れ歌うここによ

って,一一児童の心の底にしっかりと

定着させたいものである。

東雲教育の具体化については,

次頁に示す通りであるが,学校教

育の三領域と目標にムある体力と意

志力.1実践力)l′と一について考え,

それを各学年別に考えた。これが基本と,なゥて各領域などにおける月標が決定さ・れる。

児童のめあてについて-は,現在検討中であるが,一一一児童の立場か-らよく理解出来るものでな一一くては

ならならその上に,より具体的で行動的なもめかよい。さら~に,それを実現する-ことによって,

すべての`目標にかかわりが生まれ,1それの達成かできる・という'`ものか望しい。現在検討中であ・るが,

次のような原案が提示されてLiる。・子どもが車素から声に出し,行動し,お互いに認め合っていけ

るようなものであり中一。
.

子どものめあて

「お昼よう」と.あいさうする子一徳　情「異　イ善　美　畢

(明る高子)

「なにくそ」とがんげる子二二l.体、.意

(強い子)

「こうすれば」'とくふうする子⊥短　　軸

(かしこい子)
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東雲教育目標の具体化
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(4)目標の具体化の方向と教育活動

目標は,日々の教育活動の場で・さらに具体化される。その際に以下のような関係を常に頭に置い

て目標の設定をしなくてはならない。こうすることによって無限に細かくなり無限にあると思われ

る月腰も学校教育目時にすべてつな申ゞってシー.く。　　,

:次頁に具体化の例として「学校生活における生活・行動の目標」をのせておく。
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学校における生活・行動目標

基本的な生活習慣(1)始業10分前までには登校し,始業に備えている。

(2)早朝体育に進んで参加し,体力づくりに努めている。

(3)衣服の着脱は,手際よくできる。

(4)スピーカーに向かって立ちどまって目で開くことができる。

○(5)校舎内では,奥歯をかみしめて静かに歩行できる。

(6)先生の前と他の場所での態度はいつも変わらない。

(7)学用品を大切に使用しノートの使い方がよい。

(8)忘れ物や落し物をすることがめったにない。

(9)靴箱,傘箱はきまり通りに使うことができる。

㈹机やロッカーの中は,いつも・整頓している。

○(11)トイレの使い方はよく,いつもスリッパの整頓をしている。

(1カまのぴすることなく,集団のリズムにそって行動できる。

(1⑲登下校はさっさと歩行し,バス内のよい態度ができる。

礼　儀　作　法○(1)「ハイ」とひきしまった返事と礼儀正しい挨拶ができる。

(2)1・3・5の声の出し方に気をつけ,正しい言葉づかいができる。

(3)給食は作法を心得て,感じのよい食べ方ができる。

交　友　関　係(1)わがままな行動がなく,何事も進んでやろうとする。

○(2)友だちに思いやりのある行動,態度ができる。

(3)むやみに友だちのことなど先生につげ口しない。

(4)人のいやがる事にも不平を言わずにせっせとする。

健　康・安　全(1)目は30cm,足は60度,腰は90度のよい姿勢をしている。

(2)体操服や靴などは,いつも清潔に気をつけている。

○(3)休み時間などは,年中校庭に出て友だちと元気に遊ぶ。

(4)給食後は必ず歯磨(うがい)をしている。

奉　謝　活　動○(1)作業や清掃のときは,むだ話をせず尊い汗を流している。

(2)生き物の世話は,自分のことのようにいつもよくできる。

(3)学校の係活動その他のことで「私がします」という奉仕の心がにじみ出てい

る。

余　暇　利　用(1)図書室の本をよく利用し,読書手帳によくあらわれている。

○(2)課題をみつけて,ねぼり強く自分で学習することができる。

(3)テレビの視聴は,規律正しい生活の中ですることができる。

(4)体育手帳にある種目で自分を向上させるためつねに努力をしている。

(5)余暇の使い方は,心身の健康のためにくふうしている。

※実現のための　◎学習・生活の統一課題を決定し,全校で取り組む。(○印を付したもの)

共通理解　　◎項目中より具体的なものについては,'統一しておく必要がある。
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2.教育目標の実現

(1)教育目標を実現する場として愛校教育の全体鹿を把握する

教育目標を実現する場として,三つの領域が考えられてし-る。教科・道徳・特別活動(教育課程

内活動)である。これらは,時間割に組まれているものであるが,これ以上の場でも教育目標の実

現のための学習活計は行われる。在校時間の中で三領域を除いた時間(教育課程外活動)である。

さらに,家庭や社会の中でも行われる。こうした実現の場をしっかりと把握しておくために,以下

のように図式化してみた。

各領域の内容と関連
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(2)教育目標を実現する場として児童の一日の生活を把握する

児童の学校での生活は,時間表や時間割表で規制されている。その中でどのような一日を過ごし

ているのであろうか。児童の立場から一日を考えたのが,以下の表である。これは児童の一日を考

える手掛りになるものとして作成したものであるが,これをもとにひとりひとりが一日をどのよう

に過ごしているかを点検していく。学校に期待や肴望や願いをもって登校してくる。一日を過ごし

て喜びや満足感や自信をもって下校していく。.こんな一日を過ごさせたいものである。

児童の一　日

(児童の一日の活動を明確にし,ゆとりと充実のある学校生活を過ごさせる。)

わたしの一日

登　校
8時25分までに登
校し準備する。

早朝体育・早朝読書
各種朝会・学級指導

早朝体育　遅れないように
'集合して待つ。

早朝読書　静かに読書。

各種朝会　児童朝会
私達の手で。

朝礼　緊張して。

学級指導　しっかり聞く。

授　業　よく学ぶ(集中)'

休　憩　よく遊ぶ(開放)

給　食　行儀良く
好き嫌い無く

清　掃　真面目に働く

終わりの会

日直の仕事

・窓を開ける。
・部屋を整える。

・皆の学習の様子や生活
の様子をよく観察して

おく。

けじめがあるか

集中しているか
仲よくしているか

力を合わせているか

全力を出しているか

・学級日誌に記録する。

・部屋を整える。

机や椅子の整頓

ごみ拾い

戸締まり　など

生活ノートを書く(明日の予定など)

一日を反省する。(一日の行動確認・一人で,皆で)

係りから　連絡・調査・お願いなど
先生から　注意・予定・連絡など

下　校　下校時刻を守る。
道草食わずさっさと帰宅する。
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係・当番

・それぞれの仕事を

明確にしている。

・それぞれの仕事を

計画的・自主的に

推進する。

・自分ゐ仕事によく

気がつく。

・学級内の問題や気

づきなど見付ける。

・直ぐに皆と解決し

たり,係内・学級

会で解決したりす

る。

・給食の用意と片付け

・清掃は目と手で時間

の中で済ませる。

・当番や係りの活動に

ついて点検したり反

省したりする。



(3)教育目標を実現する場として授業の構造を把接する　一　　　　　　　　　　　　　　　　一

学校教育の中瘍ね,・三領域の中で行われ・る授業であ・る。・その捜泉をどういう'ものにしていくかは,

教育目標め実現正大きくかかわって1いく・。本題では,「自ら学ぶ意欲・態度を育成する指導と評価」

という一研究主題を改定して授業の有り方を研究してきた。l丁目二ら尊ぶ意欲・態度をもった児童」を育

成するために問題解決的(痍究的)学習を取り上げi・すその実践を進めてきた。　　　ノ

授業に焦点を当て研究を進めるとき授業の全体像が見えなくては研究が深まらない。そこで思い

出すのが,昭和47年(13年前)に考えた以下の「創造的学習過程の条件」′である。授業はさまざまな

条件(要素)が有機町こや、らみ今?て構現される。そうした条件(要素)を常に念頭に置いて,.目
t.

標実現のための授業を構築していかなくそはな、らか-。

<創造的学習過程の条件>

学習にお　け　る創造の流れ

(有機的に関連し統合し合いながら)

学習過程の条件

1.動機を持つ

内因性動機<窮:鑑

社会的動機<

達成・自律
秩序・親和
など20項目

学習指導の条件　　　学習態度の条件

指導目標　1.欲求や感受「.訂デ可
＼

l

l

l

l

指導内容

堰童の実態
教-ち材

教1具
環境と設備

を意識する・LL
(見るt感じ

創
造
の
過
程
を
歩
ん
で
い
る
か

(
価
値
あ
る
も
の
.
へ
の
創
造
過
程
)

性
性
性
性

暢
軟
創
体

流
柔
独
具

2.目標と課題を把握する

'(価値ある課題の設定)

3.課題解決の方法を発見する
、`学習のしかた

・学習の計画

4.課題を解決する一情報の刷造

情
報
処
理
行
動

情報の収集<葉悪票起
情報の分析

情報の統合
記憶と思考

・情報の伝達<謡監

5.課題解決で得たものを定着

する

統合　一般化　抽象化

法則化　個性化　主観化

6.課題解決で得たものを活

用する

漂票十讐志‡雷雲

憲
臓

指
導
　
展

e

指導法
発開・助言
・激励

板書
教具や機器
の利用

発表のさせ方
ノートの
させ方

家庭学習
など

・学習形態
個　人

グループ

一.賓

・評　価
評価の観点
評価結果の
積み上げ
評価の利用

そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
場
面
で
明
確
に
さ
れ
有
効
に
使
わ
れ
る

る・とらえる)

2.意欲を持つ

(しよう・

し和一)

3.学習経験の

想起と学習

方法の発見

(どうする・
こうしては)

4.解決のため

の努力をする

(学力の総動員)

基礎学力
知識・技能

能力・態度

5.向上を確認

する

知識・技能

能力・態度
(できた・

わかった)

6.向上への意欲
,と取り組み
・(たかまる・.
ふかまる・
ひろがる)

創造力に富み,情操豊かな子どもは育っているか

対象性

習得性

永続性

志向性

おどろき

とまどい

く　ふ　う

がんばり

たかまり

よろこび

おどろき

とまどい

主
体
的
・
意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
か

(
真
・
善
・
美
・
聖
へ
の
志
向
)
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3.今後の課題

本校のこれからの教育の方向を見定めるために,これまでに積み上げたきたものを取り上げ,一

応の整理をしてみた。そのときそのときに断片的に考えてきたことそはあるが,こうして整理をし

てみると一つの筋道が浮び上がってくる。こうしたものにさらに検討を加え,実践を積み上げてよ

り確かをものにしていかなければならないものとして,東雲教育の教育課程がある。これまで,い

ろいろな機会に発表してきたものを集め検討を加え,より充実したものにしていかなければならな

い。手掛りの一歩として教育課程作成の資料として抽出を試みたので,それを以下に示しておく。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

『ゆとりある教育課程の編成と評価』　昭.53.12..1.発行　昭.55.5.1.改訂

P.170-181　合科的指導の年間計画　く一覧表〉

『よい国語科授業を創る表現・理解・言語の指導』　昭.55.2.7.発行

P.64-116　　国語科年間指導計画表　く一覧表〉

『よい社会科授業を創る新教材の開発と単元構成』　昭.54.8.28.発行

昭.55.8.25.発行

P.39-44　　各学年の年間指導計画　く一覧表〉

『基礎学力の充実を図るよい算数科授業」昭.57,6.11.発行

P.36～62　　学年別年間指導計画の一覧

『学習意欲を高める理科授業の条件と評価』　昭.59.12.25.発行

P.64～132　　学年別・年間指導計画　く一覧表〉

『よい図工科授業を創る題材開発』　昭.56.6.発行

P.43～50　　各学年の年間指導計画　く一覧表〉・

『めあてに取り組む体育科授業の創造』　昭.58.10.30.発行

P.39～48　　各学年の年間指導計画

『道徳性の基礎を培う計画と指導』　昭.57.5.5.発行

P.39～157　道徳主題一覧表・「道徳の時間」の年間指導計画

『豊かな人間性を育てる特別活動』　昭.54.11.30.発行　昭.57.8.25改訂

学級会議題一覧(P30・31)　各委員会で予想される活動例(P36・37)

学校行事一覧(P40・41)　学校指導年間指導計画(P42～48)

学校保健安全年間計画(P162・163)

(川　『合科・総合の実践と課題』　昭.59.12.25.発行

(11)

(1功

「しののめ学習」年間指導計画(P7・8)

『複式学級における学習指導』　昭.56.10.10発行

題元(題材)一覧表(それぞれの教科の部分)

『養護(精神薄弱)学級における教育実践』　昭.51.12.20.発行

総合学習年間計画(昭和51年度)くP24-28〉

各教科の指導内容表一第一次案(昭和51年度)くP32-43〉
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